
BEMS 保存データ

一般の建物利用者に向けた
データの『見える化』

運用・チューニング
による省エネ実現

（発停、温度設定変更等）

設備管理者
建物利用者

建物利用者への公開

(エネルギー消費状況等)

分かりやすい情報提示で、
省エネ意識を刺激

BEMSデータを有効に活用するためには、設備管理者だけではなく、建物利用者への情報
提供として活用することが有効。

建物利用者には分かりやすい情報で「見える化」し、省エネ行動を啓発

運転状態の監視

（エネルギー消費量、
室内環境等）

ＢＥＭＳデータ活用

利用者の省エネ行動に
よる建物の省エネ実現
(クールビズ、消灯等)

一般的な活用範囲

○建物利用者に対するBEMSデータの「見える化」
今後に向けて
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省エネルギー手法、
高効率システムの採用

ＢＥＭＳによる
エネルギー管理と運用改善

省エネルギーの実現

・高効率熱源機器

・変流量システム
・外気量制御

・・・等

・高効率システムの効率的運用
・スケジュール管理
・エネルギー管理

・・・等
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